




STUDY OF MAIN HALL IN THE JYODOSHIN 




















































図 l 蓮成寺本堂現状、ii IrI図
来迎柱は 8角柱(写真 7) ，前iζ唐段須弥壇をおき空殿を
載せp 天井は格天井とする(図 1，写真6)。
南余間は見付 2閲y 奥行3闘で奥半間は仏壇p 北余間
は奥行2間半で奥半間を仏壇とし p 岡余問とも内陣より
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半間の仏壇を設ける(凶 1)。仏壊上lこは~ i:r，~漆 rきりに絵
様を金箔置きした虹f認を設け 3 そのヒの中備にB 南余間
では基股，北余問では1I司、!束をおく(写真5，6)コ床は






飛橡間は北は l問p 南余問は矢来内をとりこみ 81陥強
としp その後に41~， li半 2 間と廊下を取り，後堂に連がる






































































































されていたの矢来内情Õ~掃は戸 2 の 2 本溝戸締でB 外を縁
側が廻っていた(図2)。
写真1 広縁部分
写真12 東 正 面
次iこ現在の外陣正面に3閲にわたる大虹梁が架けであ
るが，絵様の様式が明治のものとは異なるので，それ以
前に中2*の柱を切取り大梁で担ったものと思われる
(写真11)。旧柱は小墜聞に残っている。現在p 虹梁lこ
は前面と下面l乙板が打つであるので詳細はわからない
が，柱側面i乙方立を打付けた痕跡がないし D 下面には溝
の一部がのぞかれるので， 3本溝又は2本蒋の戸締りで
あったであろう。
向拝はもともとあったものであるが，明治期l乙広縁iこ
当たる部分を増築したのでp 向拝部分を屋内lζ取り込ま
れ9 今は向拝柱付近がわずかに出ているに過ぎない(写
真11.図 1)。もとは外陣外柱から1.5間程出て向拝柱
が立ち，登階段.廻縁，繋虹梁(現存)をもった正規な
型式を備えていた(図2)。
又内障の正面と矢来内境の上部高肉彫金箔置き欄間も
意匠上のバランスから当初のものかどうか疑われp 双折
巻障子は引違格子，余聞との境は建具は襖程度のもの
か。又余間前の欄聞は壁であった痕跡がある。
柱は全て商取角柱であり s 欄間彫刻の上には頭貫，台
輸を廻らし，笑肘木lこ雲裂を彫り込み，木鼻っき出三斗
を柱i乙差し込んで飾っている(写真8)。
以上のように復原し乍ら追求すると創建時は今日に見
る真宗寺院の常態とは可成り違ったイメージとなり，簡
素な道場型式の建物であったことが分る。かかる小規模
な寺院で江戸時代中期以前のものは殆ど数少なし事実
324 岡野
を挙証するととが困難であったが、と ζK2つの事例を
もってζの種の分野を解明する lつの拠所を得ることが
出来た訳である。
結び
蓮成寺本堂は17世紀後半頃，正福寺本堂は18世紀前半
の建立と見られ，共l乙絵様っき虹梁の使用が活発で，更
に後者では内外梁l乙斗棋の使用も見られるが，それにも
か』わらず，関取を復原すると，内障の奥行が浅くなっ
て，来迎壁を設けず，内陣背面に一直線仏壇が通り，北
余間には仏壇もなくなって，客間となるなど，古式な平
面であったζとが知られたのは注目に値する。
註 l 正福寺過去帳
開在歓喜庵信慶
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文明十六年九月九日寂ス，
第四位賓香奄釈修伝
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清
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下佐々木村
瓦則古井村
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註2
旧五間明治十五年本堂を修口シ方八間ト為半
これについて北余間仏壇上虹梁裏に次の墨書がある
明治十二年卯八月当山拾代目住職山田文成廿八年
弟子小島速成十三年
大工棟梁岡崎能見町 カンテキ庚重量兼蔵
棟梁協同町 朝 起小原治作
大 黒太田初蔵
弟子酒 呑広瀬常吉同大食広瀬重吉
同 御家堀広瀬久吉，同オコリ虫広瀬健
次郎
同 ウツソリ 広瀬仁吉郎
